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研究成果の概要（和文）：本研究は、CEFR-B1レベルの英語フレーズ（FSs）の中から日本の大学で学ぶ英語学習
者が習得すべき60個を厳選し、各困難度を調べ、困難度の高いものと低いものを10個ずつ含んだ一続きのテキス
トを全文暗唱または部分暗唱させた場合、および例文を作成させた場合のFSs記憶定着を調べた。実験結果は、
低困難度FSsの場合は「部分暗唱＋例文作成なし」が最も効率的であることを示唆し、高困難度FSsの場合は「暗
唱なし＋例文作成あり」が最も効率的であることを示唆した。本研究はまた、暗唱、例文作成によるFSs学習へ
の従事とその効果に影響を与える動機づけ要因についても調べ、計15カテゴリーの学習者内要因を特定した。

研究成果の概要（英文）：This study first selected 60 English formulaic sequences (FSs) at the 
CEFR-B1 level to be acquired by learners of English attending Japanese universities, and 
investigated their differential difficulty levels. The study then assessed FS memorization when 
Japanese university English learners were instructed to recite, either in full or in part, two 
separate texts -- one containing 10 difficult FSs and the other 10 easy ones, both selected from the
 initial 60 phrases -- and when they were additionally tasked with creating example sentences. The 
experimental results suggest that for easy FSs, partial recitation without example sentence creation
 is the most efficient method, whereas for difficult FSs, no recitation but with example sentence 
creation is most effective. Moreover, this study explored the motivational factors that could 
influence learners’ engagement in FS learning through recitation and example sentence creation, 
identifying 15 categories of internal learner factors.

研究分野： 第二言語習得、動機づけ

キーワード： Formulaic Sequences　チャンク（フレーズ）　暗唱（暗記）　動機づけ（モチベーション）　外国語学
習環境　英語　教室指導　学習
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研究成果の学術的意義や社会的意義
外国語学習での暗記方略の是非がよく議論されるが、話は単純ではないことを本研究は示した。まず、暗記対象
（英語フレーズ）の困難度が効果を左右することを示した。暗記の深度（テキスト全てを暗記するのか部分のみ
暗記するのか）と他の学習方略（例文作成）の組み合わせにより異なる学習効果が生じることも本研究は示し
た。最後に、動機づけの要因は多数存在するので、学習者にとって最も大切なのはそれらの存在と相互作用を把
握しておくことであること、そして、学術的意義については、学習方略の実証研究は少なくとも主要な動機づけ
要因（たとえば価値と期待）も変数に含める必要があることを、本研究は示唆している。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９，Ｆ－１９－１，Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
本研究は，外国語環境（目標言語の使用機会が限られている語学環境）における指導法（およ
び学習法）のひとつとして Formulaic Sequences（FSs）暗唱効果の多様な可能性について調べ
ることを目的として開始した。FSsとは，意味を成す一続きの言語情報を指し，中でも各構成要
素と残りの要素との関係が比較的に固定化されており，かつ，連続体の一部を同一カテゴリーの
別のものに置き換える際に比較的に制限のあるものを指す（例：get rid of）。長年に渡り FSs現
象は，応用言語学，コーパス言語学，外国語指導の大きな関心事であった。その理由は，言語使
用のかなりの部分に FSsが含まれているのと，外国語学習者にとって FSs習得が困難だからで
ある。本研究の開始当初，FSsの指導法・学習法として暗唱にフォーカスを当てた研究報告が見
られるようになってきていた。しかし，その報告数はまだ十分とは言えず，したがって，本研究
は，先行研究が解明していなかった研究課題をいくつか設定した。 
 
２．研究の目的 
具体的には，次に挙げる問い 4つを本研究の RQ（研究課題）とした。 

 
RQ1: 日本の大学で学ぶ英語学習者に複数の FSs を含む一続きのテキストを全文暗唱または

部分暗唱させることの間に，ターゲット FSs記憶定着の差が見られるか。 
RQ2: ターゲット FSsを含んだ例文を作成することを RQ1の暗唱に付け足すと，ターゲット

FSsは記憶定着しやすくなるか。 
RQ3: ターゲット FSs に内在する困難度の違いは，RQ1 の暗唱と RQ2 の例文作成による記

憶定着に影響をおよぼすか。 
RQ4: どのような動機づけ要因が，暗唱および例文作成による FSs 学習への従事とその効果

に影響を与えるか。 
 
３．研究の方法 
 
暗唱および例文作成による FSs学習効果の検証で用いた学習ターゲット FSsの選出方法 

Cambridge University Pressが作成した The English Vocabulary Profileによって CEFRの
B1 レベルに分類されている英語フレーズの中から大学生が身につけるべき 60 個を厳選し，そ
れぞれ困難度を算出した。各フレーズの困難度算出方法については，調査対象としたフレーズの
知識を問う受容と産出のテストを準備し，このテストを日本の大学に通う英語学習者 360 名に
受けてもらい，テスト結果をラッシュ ・モデルを用いて分析した。この結果を踏まえ，本実験
で用いる低困難度フレーズ 10個と高困難度フレーズ 10個を表１の通り選出した。 
 

表１ 本実験用に選出した B1レベルの FSs 
困難度 選出した FSs 

高 do badly/well, be supposed to do sth, go badly/well, etc., tired of doing sth, have 
been meaning to do sth, can afford, either way, not until, (just) in case, go wrong 

低 
up to 10, 20, etc., wait a minute, make sb do sth, in time, feel bad about sth/doing 
sth, get worse, miss a chance/opportunity, have sth in common, things like that, 
it/that depends,  

 
全文暗唱と部分暗唱の学習効果の違いを検証する実験で用いたテキスト 
日本の大学に通う英語学習者にとって学習する意義があると見込まれるモノログを２セット
用意した。片方のセットは表１で挙げた低困難度 FSs10個を含めて作り（＝低困難度モノログ），
もう片方のセットは表１の高困難度 FSs10個を含めて作った（＝高困難度モノログ）。 
 
暗唱と例文作成の学習効果を検証した実験の手順 
1. 本実験の参加者（日本の大学に通う英語学習者 340名）を，表２の通り，ターゲット FSs

の困難度が高い場合と低い場合で各６つの群に分けた。 
2. 参加者全員に上記のテスト（＝事前テスト）を受けてもらった。 
3. 事前テストの実施から１ヶ月半程度が経ってから，全参加者に対して，高困難度モノログ

と低困難度モノログの両方を提示し，そして，日本語訳ヒントをもとに解く空所補充形式
でターゲット FSsを認識してもらった。 

4. 暗唱群には直ちに暗唱をしてもらい，全文暗唱群は全文暗唱できるようになったことを確
認し，部分暗唱群は部分暗唱できるようになったことを確認した。合わせて，暗唱の有無に
関わらず，各例文作成群には，ターゲット FS ごとに例文１つを直ちに作成してもらった。 

5. 事前テストをもとに作成してあったターゲット FSs20個のみの認識力と産出力を試す事後
テストを参加者全員に受けてもらった。暗唱，例文作成による学習の継続的な効果を計測
するべく，即時事後テストではなく遅延事後テストとした。 



 
表２ 本実験の群別参加者数 

FSs 
困難度 暗唱 例文 

作成 
参加
者数 

 FSs 
困難度 暗唱 

例文 
作成 

参加

者数 

高 

全文暗唱 
あり 57  

低 

全文暗唱 
あり 55 

なし 54  なし 52 

部分暗唱 
あり 62  

部分暗唱 
あり 59 

なし 55  なし 57 

なし 
あり 52  

なし 
あり 57 

なし 60  なし 60 
 
暗唱および例文作成による FSs 学習への従事とその効果に影響をおよぼす動機づけ要因の検討
方法 
動機づけは複雑系であるため，還元主義にもとづく検証によって動機づけシステムを追究す
る試みには限界がある。したがって，本研究では，これまでに心理学で打ち立てられてきた動機
づけのグランド・セオリーとミニセオリーで想定されている主要な構成概念，および既存のセオ
リーでは注目されていなかったものの動機づけメカニズムの要素として重要な役割を担ってい
ると考えられる構成概念から成る動機づけの包括的モデルの構築を試みた。これにより，FSs学
習のための暗唱および例文作成への従事とその効果に影響をおよぼしうる動機づけ要因を探っ
た。 
 
４．研究成果 
 
RQ1〜3について 
 低困難度 FSs の場合，実験結果は，本研究が調べた６通りの指導方法の中で「部分暗唱＋例
文作成なし」が最も効率の良いやり方であることを示唆した。 
 一方，高困難度 FSsの場合，実験結果は，「暗唱なし＋例文作成なし」を除く残り５つのやり
方すべてにある程度の学習効果が期待できることを示唆した。また，残り５パタンのうち，「部
分暗唱＋例文作成なし」の効果が最も低そうだということも示唆した。そして，残り４パタンの
中で要求される労力の最も少ない「暗唱なし＋例文作成あり」に残り３つのやり方と比べて変わ
らない学習効果が見られた。したがって，ターゲット FSsの学習に限定して結論を出すと，「暗
唱はさせず例文を作成させるのが最良」ということになる。 
 もちろん，この結果には解釈の注意点がいくつかある。ここでは３つ挙げておく。第一に，全
文暗唱は，時間のかかる作業であることは確かだが，ターゲット FSs のみならず暗唱テキスト
に含まれる全言語情報の統語や発音の能力向上に寄与することを期待できることを忘れてはな
らないだろう。第二に，例文作成について，例文をうまく作るためには，ある程度以上のターゲ
ット言語運用力が要求される。第三に，ターゲット FSs の使用が必然でない場面でも用いられ
ようになるかどうかについては，本実験は検証をできていない。 
 
RQ4について 
 暗唱および例文作成への従事とその効果に影響をおよぼしうる学習者内要因として，少なく

とも次の 15カテゴリーを特定した：（1）欲求（いくつかある生理的欲求と心理的欲求），（2）パ
ーソナリティ，（3）特性興味，（4）ターゲット言語の知識，（5）人生物語，（6）自己概念（すな

わち現実自己，自己価値，可能自己，理想自己，義務自己），（7）期待（すなわち結果期待，効

力期待，統制の所在），（8）価値，（9）知能観，（10）自尊心，（11）目標，（12）メタ認知，（13）
自動動機，（14）作業記憶，（15）感覚。 
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